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第 1章緒 言
糖質中間代謝産物たる焦性葡萄酸(以下焦酸と略す)に関し臨床的に種々なる疾患の場合の
血中の消長を観察した報告は近年に属するものであり， Thompson，Johnsonは V.Bl欠乏
症鳩血液中に之の増加を認め， Lu，Platt，その他は v.B1欠乏症に於て血中に之の増加を認
めているが，Melnickその他は V.B1欠乏症に於ても之が正常範囲内にあり，逆に正常人に
於てもその増加を認める点から之を V.Bj欠乏の判定基準とするは適当でないとしているO
生体内最大の臓器たる肝臓の糖質代謝面に於ける役割は犬であり，之に関する業績も多し、の
であるが，焦酸代謝に関する報告は僅少であり，Davis，北村が肝疾患々者血中に之の増加を
認め，宮野が肝障碍家兎に之の増加を認め，古川が肝障碍及びV.Bl欠乏白鼠に於て V.B1投
与前後の血中焦酸の変動及び肝内コカルボキシラ{ゼの消長を検した報告などに止まる O
更に糖静脈内負荷後の血中焦酸の変動を観察したものとしては，Williamsがv.B，欠乏判
定に果糖を用し、，富永が肝疾患に葡萄糖を用し、，前田が循環障碍に葡緒糖を用いている O 然る
に同一例に果糖，葡萄糖を負荷して後の焦酸の変動について観察し，両者の焦酸代謝に及ぼす
影響の差異に関して述べた報告は未だなし、。
著者は石川内科外来，入院患者の種々なる場合につき血中焦酸及び之と関連深き乳酸，血糖
を同時に測定し，特に肝疾患に於ては肝機能障碍程度と対比し，更に肝疾患の経過と之等の消
長につき観察し，悪性腫疹，脚気，メセド戸氏病，糖尿病，結核性疾患等内科疾患一般にわた
る観察より之の増加につき考究し，更に肝疾患，脚気に V.B1を静注した前後の血中焦酸の態
度より，焦酸代謝に及ぼす V.B1の役割を考察し，更に種々なる疾患に果糖を静脈内に負荷し
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て後，経時的に焦酸，乳酸の変動を観察し，疾患により両者の示す変動は特有ならざるやを考
察し，更にこの場合 V.BJを同時に負荷しての焦酸の変動を，果糖単独負荷による場合のそれ
と対比し，更に健康人，肝疾患，糖尿病の同一例に果糖及び葡萄糖の同量を負荷しての三者の
変動の差異につき観察し，臨床的検索成績の裏付けの為，実験的に健常及び四塩化茨素肝障碍
家兎に同様の実験を行い，焦酸代謝に於ける肝臓の機能的役割，果糖，葡萄糖静脈内負荷の焦 
酸
y
代謝yこ及ぼす影響につき考究し，第 38回及び第 39回(昭和27年及び 28年度)日本消化機
病学会に於て発表したが，その詳細につき記述する O
第2章'健康人各種疾患の血中
焦酸及v:乳酸量
第l節検査方法
早朝空腹時背臥位安静を保たせた被検者の肘静脈 
より極力欝血を避けて採血し，採血後速かに測定撮 
作に移った。測定方法は焦酸は Friedemann・Hau・
gen氏法の改良法たる清水氏第 1法により，乳酸は
.	Barker-Summerson氏法により何れも Pulfrich
の Stufenphotometerを用い比色定量し，血糖は 
Hagedorn-Jensen氏法によった。
第2節検査成績 
第 1項健康人 
石川内科教室員及び看護婦の計 25名につき焦酸，
12名につき乳酸を測定し，危険率 5%にて推計した
平均値は焦酸 0.85士 0.04mgfdl(範囲 0.67--0.99)， 
乳酸 7.32士1.40mg/dl (範囲 4.6~10.1) であり男
女間には両酸共に有意の差を認めず，諸家の報告と
大差を認めなかった。
第 2:項曳肝疾患
1 肝硬愛症 12例，カタノル a転移性肝，炉例6性寅痘Lロ り〉
癌 5例，肝ヂストマ症 3例，原発性肝癌癌;2例，肝膿
疹及びび、燐中毒の各 1例計3O例につき焦酸を測定し初 
た結果， 14例に増加を認め，肝硬蛮症8例，カタル
.性寅痘 6例，肝ヂストマ症3例，原発性及び転移性 
肝癌の各 2例計 21例につき乳酸を測定した結果 15
例に増加あるを認めた。
2) 上記肝疾患につき肝機能検査法として，血清
ピリルピユ/定量，馬尿酸合成試験，プロームサルフ
アレイン試験，。血清高田氏反応，尿ウロピ Y:Y体検 
査を行い，この成績より肝機能障碍程度を高度，中
等度，軽度と分けて観察すると，高度なるもの 18例
中 1例，中等度なるもの 19例中 5例，軽度なるも
の 13例中 2例に焦酸の増加を認め，乳酸は高度な
るもの 14例中 1例，中等度なるもの 14例中 9例，
軽度なるもの 9例中 1例に夫々増加を認めた。更に
両者の示す態度を見ると高皮なるものの半数に両者
共増加を認め，中等度なるものにては乳酸/の増加せ
るもの多く，軽度なるものにては大部分両者共正常
の値にあった。
3) 更に肝疾患の経過と両者の消長を各同一疾患
8例につき追求した結果， 高度障碍のものも軽快す
るものは両者共に正常に復し，両者の増減と肝疾患 
の経過の良く平行する事を認めた。 
第 3項悪性腫疲
1) 肝癌を除く悪性腫疹即ち胃癌 7例，胆道癌 5
例，胆嚢癌，牒臓癌の各 2例，子宮癌，直腸癌，薦
骨肉腫の各 1例計 19例につき焦酸を測定した結果
10例に増加を見，胃癌 5例，胆道癌，胆嚢癌の各 2
例，膝臓癌，直腸1癌，薦骨肉腫の各 1例計 12例に 
乳酸を測定した結果その 10例に増加を認めた。
2) 之等につき肝機能を検し，之を障碍高度なる
ものと，障碍軽度か又は無きものと分けると，高度
なるもの 9例中 6例に焦酸， 6例中全例に乳酸の増
加を認め，軽度なるか叉は類、きものの 16例中 7例
に焦酸， 8 
碍高度なるものに両者の増加を見るもの多きも，障
碍軽度叉は無きものにも相当数の増加あるを認認、め，
特にこの傾向の乳酸に於て著しきを知つた。
第 4項脚 気
1) 著者は臨床的に下腿の浮腫，第二肺動脈音充
進，夕日覚障碍など明かに胸j気と診断し得る症状を備
え，沢田氏反応陽性なる患者 10例中 4例にのみ血 
中焦酸の増加を認め，他の 6例は正常範囲にあるを
認めた。
2) 脚気の経過と焦酸の消長を 2例につき追求し
た結果そのよく平行することを認めた。
第 5項ノミセドー氏病及び糖尿病
バセド{氏病の 2例にては 2例共焦酸，乳酸の増
加を認め，糖尿病の 8例中 3例に焦酸， 5例中 3例
に乳酸の増加を認めた。
第6項ぞの{也の疾患
軽症肺結核，胃炎，胃潰痕等の全身状態にあまり
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影響なき場合には殆んどの例に於て両者共正常の値
を示した。
第 7項 v.B1静脈内注射の血中
焦酸に及ぼす影響
v.B1は焦酸代謝と密接なる関係にあり，之の値
を以ってv.B1不足の判定基準とし応用されている
が，一面脚気患者に於ても之が正常値に止まるもの
が食道癌患者に於て焦酸，乳酸の増加を認め，別出
手術により正常値に近づくと述べ，長田が胃癌患者
に焦酸の増加多く ，V. B1注射により減少せず，こ
の者は肝腫叉は尿中ウロピリ .1.ー ゲyの増強を示す 
と述べているなどである。著者は肝臓癌以外の悪性
腫療に於て，肝機能障碍高度のものは然らざるもの
に比し焦酸，乳酸共に増加を見るもの多きを認め，
もあり v.B1欠乏以外にも焦酸代謝障碍の起ること・両者の増加に肝機能障碍の影響大なるを認めたる
があるとされている。この点に関し本学福田教授は も，障碍軽度又は無きものにも相当数の増加あるを 
B1試験なる方法を提唱さわ，之による焦椴値より 認めi持にこの傾向の乳酸に於て著しきを知った。 
B1欠乏を判定し，更に B1欠乏以外の因子による焦 3) V. B1が焦酸代謝に関与していることを見出
荷受代謝障碍を判定し得ると述べられている。よって したのは Lohmann及び Schusterである。即ち
著者は健康人4例，肝疾患及び悪性腫場の 6例，腕] 焦酸々化酵素たるカルボキシラ{ゼの補酵素コカル
気 5例，その他の疾患7例に V.B13mgを静注後
60分の焦酸値，を前値と比較検討したが，脚気に於て
は高値を示すもののみならず，正常範囲にあるもの
も全例に於て減少を示すことを認め，更に本試験の
結果は閥j気の経過とよく平行することを認めた。肝
疾患及び悪性陸揚に於ては全例に於てその増加せる
焦酸の減少が認められず，健康人，その他の疾患に
於ても正常値にある焦酸に~動を見なかった。更に
v.B1 6mgの静注を同一例に行ったが， 3mg静注
の際の値と有意の斐動を示さなかった。
第3節小 括
血中焦酸及び乳酸の消長の意義に関しては従来次
の如く云われているo即ち焦酸はその生成の増加と
それの代謝的処理能力の不足とにより増量し，之の
処理にはv.B1が関与する。一般にv.B1の不足，
酸素の不足を起す条件により増し，叉肝機能不全の
ある種のものに於ても増量すると云われ，乳酸の増
量に関しては筋肉の活動，酸素不足，乳酸処理の阻
，害としての肝機能障碍が挙げられてし、る。以下前述 
の成績につき総括検討する。 
1) 肝疾患に於て焦酸，乳酸の増加を認めたとす
る報告は， Davis，Bauerが肝疾患々者血中に焦酸
の増加を見，北村が肝疾患6例中 5例に両者の増量・
を認め，宮野が肝障碍家兎に焦酸の増加を認めた等
であり，乳酸と肝臓との関係に就ては古く Minko・
wski以来多くの業績がある。著者は種々なる肝疾
患につき，両者と肝機能との関係を観察し，障碍高
度なるものに増加するもの多きを認め，更に肝疾患
の経過と両者の増減のよく平行するを認めたの
2) Warburgは癌組織の解糖作用の極めて犬な
るを認めた。悪性腫;廃の際の血中乳酸の増加に関す
る報告は比較的多いが，焦酸に関する報告は，高瀬
ポキシラーゼがv.B1のピロ燐酸エステルで、あるこ 
とを明かにした。 V.B1欠乏と血中焦椴との関係に
ついては多数の報告が見られ，B1欠乏に際しての増
加を指摘するものが多いが，必ずしも高値を示さず
正常範囲にありとする報官も多い。著者は脚気患者
につき焦酸を測定した結果，明かに増加を認めた'例
もあるが，相当数に於てE常範囲内にあることを知
り，之のみを以って脚気の診断根拠とするの不可な 
るを知り，福田教僚の提唱する B1試験を施行した
結果，脚気患者に於ては焦酸の増加あるもののみな
らず，正常値を示すものも明らかに低下し，且つ脚
気の経過と本試験の結果のよく平行する事より，脚
気乃至 v.B1欠乏症の焦酸値による判定に際しての
木法の妥当性を立証した。肝疾患，悪性陸男に於て
は木試験に反応を示さなかったが，之は文献に見ら
れる如<，肝疾患に於ては肝機能障碍の結果として
の B1附燐作用の障碍，悪性腫療に於てはその際認
められる肝機能障碍の結果及び悪性腫傷による v.
B1の分解乃至破壊の為と解したい。
4) パセド{氏病の場合の増加は恐らくは，代謝 
冗進及び甲状腺ホルモンのインシュリン分泌を枯渇
せしめる為，糖尿病の際の増加はイシぞユリ y欠乏
により焦酸々化機転が減退する為の結果と考えられ
る。
以上著者は種々なる疾患の，血中焦酸及び乳酸の態J 
度を明かにし，この際に於ける B1試験の意義につ
き考察した。
第3章葡萄糖静脈内負荷の血中集酸，乳
酸，血糖に及iまず影響(同量の果 
‘糖を負荷Lた場合との比較〉
第 1節検査方法及び検査成績
次に焦酸代謝に及ぼす果糖及び葡葡糖の差異に関
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する問題を究明する為に，果糖及び葡萄糖の静脈内
負荷を行った。即ち健康人3例，肝疾患 7例，糖尿
病 4例につき早朝空腹時，安静無処置の条件の下に
20%葡萄糖40ccを静脈内注射し，反対側静脈より
注射前，注射後 30分， 60分， 90分， 120分の 5回 
に亘り採血し各々につき焦酸，乳酸，血糖を測定し，
注射前値に比しての増減を観察し，更に同一例につ
き1--2日の間隔を以って 20%果糖L40ccを静注し，
同様三者の震動を観察し葡萄糖に於けるそれと対比
した。その結果何れの場合にも果糖の方に血糖上昇
低く，焦酸の増加犬なるを認めた。 ‘ 
第2筒j 小 括
以上の成績を文献により考察すれば，果糖を生体
内に負荷した場合，葡萄糖に比し肝糖原生成能が大
であり，解糖過程の充進を意味する呼吸商の上昇が
認められ，インシュリン分泌の影響を示す血糖値の
斐動は認められない等の根拠によりて説明するが妥
当なるべしと思惟する。
第4章果糖静脈内負荷の血中葉酸
及!FA酸に及tまず影響
第 1節検査方法及び検査成績
更に著者は種々なる疾患、の焦駿代謝を動的に窺う 
目的の為に，前章の結果より果糖を用レ，即ち 20%
果糖 40ccの静脈内負荷を行い，この場合血中焦酸，
乳酸の消長が各疾患により如何に異るやを健康人と
f
人と同様漸減したの然るに肝機能障碍高度なる 5例
に於ては乳酸ば一旦減少するが直ちに叉増加する傾
向を示した。 
第4項脚 気
3例の脚気では焦酸の著明な増加を認め，v.B1同
時負荷を全例につき施行比較した結果，全例に著明 
な焦酸の減少，即ち Bi同時負荷による焦酸増加の
抑制を認めた。叉v.B1投与による治療に際しては
軽快して健康人の褒動に近づくを認めた。
第 5項ノミセド{氏病及び糖尿病
2例のパセドー氏病に於ては，高値にある焦酸，
乳酸が果糖負荷後漸減し正常値に近づくのを認め
た。 5例の糖尿病では負荷後焦酸の増加が健康人に
比し大なるを認めたが，乳酸には薯斐を認めなかつ
た。
第 6項その他の疾患
その他軽症肺結核，胃炎，胃潰療にては両者は健
康人の安動と大差を示さず， 4例につき B1同時負
荷を行った成績も単独負荷のそれと同様であった。
第 2節小 括
以上著者は健康人及び種々なる疾患に 20%果糖
40 ccの静脈内負荷を行い，経時的に血中焦酸及び
乳酸の震動を観察した結果，肝疾患，悪性腫虜特に
肝機能障碍あるもの，脚気，糖尿病に負荷後の焦酸
の増加大なるを認め，更にこの増加は肝疾患に於て
対比観察した。然して一部に於ては果糖と共に v. は，胸!気と具り v.B1同時負荷により抑制されぬこ 
B1を同時に静注し，果糖単独負荷の場合の斐動と同
一例に就き比較した。検査方法は前章に於て述べた
それと全く悶ーである。
第 1唄-健康人
健康人 5例に於ては焦酸はや L増加し，2時間後
には負荷前値叉はそれ以下になり，乳酸は漸次減少
した。 3例につき v.81同時負荷を行勺た結果は単
独負荷の場合のそれと大差を認めなかった。
第2項肝臓疾患
肝疾患 19例に於ては，肝機能障碍高度にして，重
症なる例にては，焦酸は前値高く，負荷後の増加も
極めて大であり，乳酸も叉前値高く負荷後一旦減少
するが，直ちに上昇して前値に復した。カタル性黄，
痕の 2例では回復につれ両者の菱動が健康人のそれ
に近づいた。 3例に於て v.B1同時負荷を行った結
果は単独負荷の場合と殆んど密化を認、めなかった。
第 3項悪性腫療
悪性腫療の 13例では焦酸は前値高く，]lつ負荷後
の増加大であり，乳酸も叉高値を示すが負荷後健康
とを認めた。更に乳酸については肝疾患，悪性腫虜，
特に肝機能障碍を伴うものに於ては高まれる乳酸値
が，一旦負荷後減少するも再び増加の傾向を示し，
肝機能障碍軽度か又は無き場合には漸減する傾向に
あり，パセドー氏病にては両者共負荷後減少して正
常値に近づくなどの事実を認めたが，こ Lに総括検
討を加える。
果糖の葡萄糖に比しての特性は，前章に於て述べ
た如く，生体内の分解利用の過程が遥かに迅速符易
であり，叉インシュリンとの関係についても知られ
ている。沢田は氏の脚気反応に果糖を応用してい
る。よって之の静脈内負荷により葡萄糖負荷に比し
より著明な且つ肝機能と密接なる関，係を以って，血
中焦酸，乳酸が愛動することは思考し得ることであ
り，叉前章の結果からしても明らかなことである。
緒言に於τ触れた如く，糖を静脈内に負荷して血
中焦酸の安動を観察した報告は少く，更に果糖を用
いた報告は殆んどない。沢田及び佐藤が果糖を用い
ての尿中焦酸排洗状況より，脚気反応として利用
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L"更に肝機能検査法として価値ありとしている。 
他方乳酸につき見ると水野は葡萄糖静注に際して肝
疾患々者及び肝障碍家兎ゐ血中乳酸値が，注射後健
康値に迄低下し後上昇するを認め，之は肝機能障碍
による乳酸処理能の障碍が，葡萄糖静注による肝機
能の庇護，充進により回復し，.一時低下するものな
らんとしている。以上より著者の成績を按ずるに，
果糖負荷後の肝疾患，悪性腫場，特に肝機能障碍高
度なるものに於ける焦酸の著明なる増加は肝機能障
碍によるもので，果糖負荷により促がされた糖質ri:1
間代謝産物たる焦酸の処理が，阻害されをることを
明かにし更にこの場合果糖と共に V.B1を負荷し
ても，脚気の場合と異り焦酸の増加を抑制せしめ得
ぬことより，肝に於ける V. Bl附燐作用の障碍の為
の結果と解した。更に乳酸は果糖負荷後，肝疾患，
悪性腫療にて肝機能障碍高度のものにては，水野の
云う如き肝の乳酸処理能の障碍の現れと認め得る減
少後の増加なる態度を示したものと考え，これは肝
機能障碍無き場合の悪性腫壌にては高まれる乳酸値
dl，乳酸の平均値は 24.4:t2.82 mgJdl，血糖の平均
値は 90.5土1.9mg/dlであった。
第 2項肝障碍家兎の成績
四塩化茨素体重毎 kg0.2じCの経口投与により，
肝障碍を起こさせた家兎 5例につき，経過を追って
三者の斐動及び肝機能検査を行ってみると，障碍の
進行につれての焦酸，乳酸の増加，血糖の減少，回
復につれての三者の正常値への復帰を認めた。
第 3項反覆採血の家兎血中焦椴及び
乳酸，血糖に及ぼす影響
家兎に果糖又は葡萄糖静脈内負荷を行い，三者の
褒動を経時的に観察せんとするに当り，問題となる
のは探血による影響であるo 前述方法により三者を
測定するに当り必要な血液量は， 2.7 ccである。臨
床的に人体より 1回3cc 5回計 15ccに及ぶ採血は
殆んど影響なしと考えられるが，成人のキの体重
の家兎よりの前述量の採血は，相当度の影響を及ぼ
すことと思考し得ることである。故に著者は 6例の
家兎につき 30分間隔にて反覆 5回の採血を行l_¥，
が減少を続けるという結果より首肯し得る。更に脚~三者の~動を観察した結果，著明な焦酸，乳酸の減
気に於ては果糖単独負荷による焦酸の著明なる増加
が~ B1同時負荷により抑制せられ.るとし、う成績よ
り，焦酸代謝に於ける V.B1の重要性を明かにし 
た。パセドー氏病に於ける負荷後の両者の減少は，
果糖負荷による肝機能の充進と解し得べ、く，糖尿病
に於ける焦酸の増加は，焦酸代謝がインシュリシ欠
乏による本疾患に於て障碍せられる結果と考える。
以上種々なる疾患に20%果糖 40ccを静脈内に負
荷し，血中焦酸及び乳酸の~動を時聞を追って観察
した結果，両者は肝疾患その他疾病の種類により特
有の斐動を示し，本検査・法は診断的価値あるものと
考える。
第 5章動物実験
前章迄臨床的に種々なる疾患の血中焦酸，乳酸を
測定し，更に果糖静脈内負荷後の両者の斐動を観察
し，叉果糖と葡萄糖の焦酸代謝に及ぼす愛動の差に
-っき観察したが，実験的に之を確認すべく家兎を用
いての実験を施行した。
第 1節家兎の血中焦酸及び乳酸量
一定食餌にて飼育した体重 3kg前後の雄性成熟
家兎を用い，検査前 12時間は絶食，固定箱中にて安
静を保たせ，耳静脈より採血し，血糖，血中焦酸及
び乳酸量を前述方法により測定した4
第 1項正常家兎の成績
正常家兎 39例の焦酸の平均値は1.53士 0.16mg/ 
少，血糖の上昇を認め，更に生理的食塩水 10cc静
注後，採血を反覆した 3例に於てもこの{頃向を示す
J ことを認めた。

第 2節 果糖及び葡萄糖負荷の影響

更に著者は正常家兎に果糖及び葡萄糖を量を斐え
て静注し，更に肝障碍家兎にっし、ても果糖及び葡萄
糖を静脈内に負荷し三者の安動を観察した。
第 1項正常家兎の成績
家兎を 6群存分ち，各群5例宛とし，葡萄糖及び
果糖の各 4g，2 g，1 g (10 cc溶液〉を耳静脈内に注
スし 30分毎に 2時間迄採血し，血糖，焦酸及び乳
酸の~動を注射前値と比較観察すると，果糖負荷群
では血糖，焦酸は増加し，乳酸はやや増加後減少し
た。然し血糖を除いては， 4g，2 g，19の各負荷群
聞に大なる愛動の差を認め得たかった。葡萄糖負荷
群では， 4g，2g，19の各負荷群共血糖の上昇は著
明であるが，焦酸，乳酸は増加なきか叉は軽度の増
加を示し， 4g，"2g，19の各負荷群聞には血糖上昇ぷ
に差のある他，乳酸，焦酸の安動には大差を認め得
なかった。果糖負荷群と葡萄糖負荷群とを比較する
と， 4g，2 g，19の各負荷群共果糖に血糖上昇低く，
焦酸の増加大なるを認めた。
第 2項肝障碍家兎の成績
四塩化炭素を体重毎 kg0.2 ccの経口投与により
肝障碍を起こさせた 5例の家兎につき，四塩化茨素
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投与後 5~6 日目(肝|時碍最高度〉に果糖及び葡萄糖 三者の~動の差は果糖に血糖上昇低く，焦酸の増加
の 19を負荷すると，正常家兎の場合に比じ，両糖
共に血糖上昇の増加及び、その持続の延長，焦酸，乳
酸の増加を認めた。間程度肝障碍の果糖，葡萄糖負
荷による三者の愛動の差を見ると，果糖の方血糖上
男小なるも，焦酸の増加大で，乳酸には著斐なく，
ダ正常家兎の場合の差に等しかった0・経過を追って果
糖負荷を行ってみると肝障碍の回復につれて三者共
正常の安動に復.した0 ・
第3項小 括
以上認められた事実は臨床的に認めた牢さ更を裏書
するものであろう。即ち肝障碍家兎に於ける三者の
安動と肝機能障碍度のよく平行すること，家兎に於
ても正常及び肝障碍時に果糖及び葡萄糖負荷による
大なることな左である。
更に反覆採血による焦酸，乳酸の滅少，血糖上昇
なる成績を得たのであるが，恐らくは失血なる侵襲
による下'垂体副腎皮質系ホノレモンと下垂体障ラ氏島
系ホルモンの平衡失調による為と解したし、。
更に家兎に於て一定時間に異る量の果糖又は葡萄
糖を静脈内に負荷した際，血糖上昇は明かに糖量多
き方に大なるを認めたが，焦酸，乳酸にては糖量に
よる明かな~動の差を認め得ず，これは腎よりの糖
の排湘.，肝組織に於ける摂取，問定とL、うこともあ
り，中間代謝面に端的に投与量の差異による斐動の
差として出現し難き結果と考えたい。
第 5章 総括勉びに結論
以上より著者は種々なる疾患の糖質中間代謝，特に焦酸代謝の意義態度を明かにし，進んで
之に及ぼす V.B，の影響叉この際に於ける肝臓の機能的役割jを考察し，更に果糖及び葡萄糖の
‘生体内に於ける分解利用の裳異を考究し得たものと考える O 之を要するに果糖負荷による血
糖，血中焦酸乃至乳酸，就中焦酸の変動を観察するこの方法は，種々なる疾患の場合の糖質代謝
相を検討する目的に有意義のものであり，肝機能検査法とし℃価値あるものであると考えるO
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜わりたる恩師石川教・陵に謹しみて深謝すると共に，
御助言をし、たどいた宮城博士，御協力をいただし、た狩野J小藤田・両氏に深謝します。
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